
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
関
係
資
料

―
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
の
拓
本
と
瓦
経
片
―
（
後
編
）

（
一
二
）
復
原
個
体
Ｌ
（
第
12
図
）

破
片
タ
・
チ
を
含
む
個
体
で
、
い
ず
れ
も
拓
本
の
み
が
現
存
す
る
。
拓
本
は
、
各
破

片
と
、
両
破
片
が
接
合
さ
れ
た
状
態
の
も
の
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
各
破
片
の
拓

本
に
「
丹
羽
氏
蔵
」
の
注
記
が
確
認
で
き
る
。
拓
本
か
ら
得
ら
れ
る
破
片
の
残
存
最
大

値（
１
）は
、
高
さ
が
一
五
八
㎜
、
幅
が
一
六
二
㎜
で
あ
っ
た
。
拓
本
の
様
子
か
ら
、
天

と
片
袖
で
小
口
面
が
残
存
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
両
破
片
の
判
読
内
容
を
あ
わ
せ
て

以
下
に
示
す（
２
）。

加
藤

俊
吾

こ
の
内
容
を
大
正
大
蔵
経
を
も
と
に
校
合
を
行
っ
た
結
果
、
法
華
経
巻
二
の
「
信
解

品
第
四
」に
含
ま
れ
る
部
分
に
一
致
す
る
と
み
な
さ
れ
た
。そ
の
配
置
案
を
以
下
に
示
す
。

《
Ｙ
面
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来
□

□
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□
□
□
□
□
意
下
劣
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□
□
□
□
□
□
□
便
不
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□
□
□
□

放
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□
□

□
□
□
従
地
□
□
住
□
（
宝
カ
）□

里

□
□
□
欲
誘
引
其
子
而
設

□
□
□
□
威
徳
者
□
可
諸

作
□
倍
□
□
□
□
（
窮
カ
）□

去
□

（
時
カ
）

即
作
是

我
財
物
庫
□

此
子
无
由
見
之
而
□
自
来
□

□
（
朽
カ
）□
故
貪
□
即
遣
□
人
□
追

□
走
往
捉
□
子
□
□
□
□
□

□
□
捉
□
者
執
之
愈
□
□

□
□
□
□
而
□
□
□
□
□

□
□

□
父
□
□
□
□
□

《
Ｘ
面
》

處
不
如
往
至
貧
里
肆
力
有
地
衣
食
易
得
若
久

住
此
或
見
逼
迫
強
使
我
作
作
是
念
已
疾
走
而

去
時
富
長
者
於
師
子
座
見
子
便
識
心
大
歡
喜

即
作
是
念
我
財
物
庫
藏
今
有
所
付
我
常
思
念
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配
置
案
で
は
他
の
破
片
に
通
有
の
一
行
一
七
字
の
配
置
を
用
い
た
。
行
頭
位
置
と
小

口
面
の
残
存
想
定
位
置
に
矛
盾
は
な
く
、
想
定
が
妥
当
だ
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
行

数
は
、
片
袖
を
欠
く
た
め
確
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
一
〇
行
を
採
用
し
た
。

刻
字
は
全
体
と
し
て
細
く
、
特
に
ウ
ラ
面
で
は
視
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、

判
読
で
き
た
文
字
の
形
状
や
筆
致
は
個
体
Ｊ
や
Ｋ
と
よ
く
似
て
い
る
。
罫
線
や
匡
郭
線

が
片
面
の
み
に
施
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
も
、
個
体
Ｊ
に
共
通
す
る
。
罫
線
の
幅
は
一
九

～
二
一
㎜
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ラ
面
の
文
字
並
び
が
横
位
で
そ
ろ
わ
な
い
箇
所
が
散

見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
錯
簡
の
可
能
性
が
高
い
。
配
置
案
を
も
と
に
粘
土
板
の
枚
次
を

検
討
し
た
結
果
、
巻
二
の
二
三
枚
目
に
相
当
す
る
と
み
な
し
た
。

（
一
三
）
復
原
個
体
Ｍ
（
第
13
図
）

大
型
の
破
片
ツ
を
含
む
個
体
で
、
拓
本
の
み
が
現
存
す
る
。
そ
の
拓
本
か
ら
は
、
破

片
が
両
袖
側
と
地
側
の
小
口
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
両
面
と
も
に
九
行
分
の
罫
線
が
引

か
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
他
の
山
根
拓
本
の
中
に
こ
の
個
体
の
袖
側

小
口
か
ら
採
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
か
つ
線
刻
が
認
め
ら
れ
た

た
め
、
丁
付
と
判
断
し
た
（「
三
巻
」
ま
た
は
「
三
六
」
と
判
読
）。
破
片
の
最
大
値
は
、

高
さ
一
七
三
㎜
、
幅
一
九
二
㎜
、
厚
さ
一
六
㎜
で
あ
っ
た
。

板
面
に
残
る
経
文
の
刻
字
は
か
な
り
浅
く
て
細
い
も
の
の
よ
う
で
、
拓
本
か
ら
の
判

読
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
以
下
、
正
確
さ
に
は
欠
け
る
が
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
結
果
を

示
す
。

□
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□
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我
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□
□
□
□
□
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如
以
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大

後
□
□
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我

□
上
慧カ

□
聞
□
□
□
言
我
□
□
佛

□
□
便
食

食

□
大

《
Ｘ
面
》

□
□
□
□
□
三
百
□
□
□
由
□

《
Ｙ
面
》

將
來
以
冷
水
灑
面
令
得
醒
悟
莫
復
與
語
所
以

者
何
父
知
其
子
志
意
下
劣
自
知
豪
貴
爲
子
所

難
審
知
是
子
而
以
方
便
不
語
他
人
云
是
我
子

使
者
語
之
我
今
放
汝
隨
意
所
趣
窮
子
歡
喜
得

未
曾
有
從
地
而
起
往
至
貧
里
以
求
衣
食
爾
時

長
者
將
欲
誘
引
其
子
而
設
方
便
密
遣
二
人
形

色
憔
悴
無
威
徳
者
汝
可
詣
彼
徐
語
窮
子
此
有

作
處
倍
與
汝
直
窮
子
若
許
將
來
使
作
若
言
欲

何
所
作
便
可
語
之
雇
汝
除
糞
我
等
二
人
亦
共

汝
作
時
二
使
人
即
求
窮
子
既
已
得
之
具
陳
上

此
子
無
由
見
之
而
忽
自
來
甚
適
我
願
我
雖
年

朽
猶
故
貪
惜
即
遣
傍
人
急
追
將
還
爾
時
使
者

疾
走
往
捉
窮
子
驚
愕
稱
怨
大
喚
我
不
相
犯
何

爲
見
捉
使
者
執
之
愈
急
強
牽
將
還
于
時
窮
子

自
念
無
罪
而
被
囚
執
此
必
定
死
轉
更
惶
怖
悶

絶
躄

地
父
遙
見
之
而
語
使
言
不
須
此
人
勿
強
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こ
の
内
容
を
大
正
大
蔵
経
を
も
と
に
校
合
を
行
っ
た
結
果
、
法
華
経
巻
三
の
「
授
記

品
第
六
」
に
含
ま
れ
る
部
分
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
と
な
り
、

丁
付
が
残
る
小
口
は
オ
モ
テ
面
の
左
辺
に
あ
た
る
と
推
測
で
き
る
。
経
文
の
配
置
案
を

以
下
に
示
す
。

オ
モ
テ
面
は
、
一
行
目
と
九
行
目
を
除
き
偈
文
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
一
行
を
一
七

字
と
二
〇
字
で
想
定
し
た
。
文
字
の
判
読
が
か
な
り
困
難
で
あ
り
、
特
に
ウ
ラ
面
で
は

字
数
す
ら
把
握
で
き
な
い
部
分
が
多
か
っ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
も
配
置
案
は
仮
の
措
置

と
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
罫
線
の
幅
は
オ
モ
テ
面
で
一
九
～
二
一
㎜
、
ウ
ラ
面
で

一
九
～
二
四
㎜
を
測
る
。
ウ
ラ
面
の
一
行
目
と
九
行
目
は
や
や
幅
が
広
く
な
っ
て
い
た

が
、
袖
側
匡
郭
線
は
視
認
で
き
な
か
っ
た
。
上
記
の
配
置
案
が
正
し
け
れ
ば
、
当
個
体

は
巻
三
の
七
枚
目
な
い
し
八
枚
目
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

（
一
四
）
復
原
個
体
Ｎ
（
第
14
図
）

破
片
テ
を
含
む
個
体
。
拓
本
の
ひ
と
つ
に
は
、「
泉
涌
寺
南
谷
出
土

丹
羽
氏
蔵
」

の
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
拓
本
を
見
る
限
り
、
片
袖
側
と
地
側
の
小
口
を
有
し
て
い

る
ら
し
い
。
か
な
り
細
く
浅
い
刻
字
で
あ
る
た
め
そ
の
判
読
が
困
難
だ
が
、
ま
ず
は
そ

の
内
容
を
示
す
。

梵
行
菩

道

□
□
佛

供
正

□

□
□
丈
夫

□
□

生
□
土
平

掌
瞻
仰
尊
顏
目
不
暫
捨
即
共
同
聲
而
説
偈
言

大
雄
猛
世
尊

諸
釋
之
法
王

哀
愍
我
等
故

而
賜
佛
音
聲

若
知
我
深
心

見
爲
授
記
者

如
以
甘
露
灑

除
熱
得
清
涼

如
從
饑
國
來

忽
遇
大
王
饍

心
猶
懷
疑
懼

未
敢
即
便
食

若
復
得
王
教

然
後
乃
敢
食

我
等
亦
如
是

毎
惟
小
乘
過

不
知
當
云
何

得
佛
無
上
慧

雖
聞
佛
音
聲

言
我
等
作
佛

心
尚
懷
憂
懼

如
未
敢
便
食

若
蒙
佛
授
記

爾
乃
快
安
樂

大
雄
猛
世
尊

常
欲
安
世
間

願
賜
我
等
記

如
飢
須
教
食

爾
時
世
尊
知
諸
大
弟
子
心
之
所
念
告
諸
比
丘

是
須
菩
提
於
當
來
世
奉
覲
三
百
萬
億
那
由
他

佛
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
常
修
梵
行
具8

菩
薩
道

於
最
後
身
得
成
爲
佛
號
曰
名
相
如
來
應
供
正

遍
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
無
上
士
調
御
丈
夫

天
人
師
佛
世
尊
劫
名
有
寶
國
名
寶
生
其
土
平

正
頗
梨
爲
地
寶
樹
莊
嚴
無
諸
丘
坑
沙
礫
荊
棘

便
利
之
穢
寶
華
覆
地
周
遍
清
淨
其
土
人
民
皆

處
寶
臺
珍
妙
樓
閣
聲
聞
弟
子
無
量
無
邊
算
數

譬
喩
所
不
能
知
諸
菩
薩
衆
無
數
千
萬
億
那
由
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オ
モ
テ
面
は
ほ
ぼ
偈
文
に
該
当
し
、
一
行
を
一
七
字
と
二
〇
字
で
想
定
し
た
。
ウ
ラ

面
は
経
典
本
文
に
あ
た
る
が
、
二
行
目
ま
で
が
一
八
字
、
三
行
目
は
一
六
字
と
乱
れ
て

い
る
。
判
続
結
果
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
配
字
の
計
画
性
が
弱
ま
っ
て
い
た
と
見
受
け
ら

れ
る
。

罫
線
は
両
面
と
も
に
認
め
ら
れ
、
幅
は
オ
モ
テ
面
で
一
七
㎜
か
ら
二
〇
㎜
、
ウ
ラ
面

で
は
二
〇
㎜
か
ら
二
三
㎜
を
測
る
。
か
つ
、
地
側
の
匡
郭
線
も
両
面
で
確
認
で
き
る
が
、

匡
郭
線
外
側
の
余
白
は
、
ウ
ラ
面
に
比
べ
て
オ
モ
テ
面
が
極
端
に
狭
く
な
っ
て
い
る
。

当
復
原
案
に
基
づ
い
た
場
合
、
個
体
Ｎ
の
枚
次
は
法
華
経
巻
三
の
一
二
枚
目
な
い
し

一
三
枚
目
に
相
当
す
る
。

（
一
五
）
復
原
個
体
Ｏ
（
第
15
図
）

小
片
な
が
ら
も
片
袖
と
地
に
小
口
を
有
す
る
、
破
片
ト
を
含
む
個
体
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
以
下
の
よ
う
に
判
読
で
き
た
。

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
而
諸
佛
法
不
現
在
前
如
是

一
小
劫
乃
至
十
小
劫
結
加
趺
坐
身
心
不
動
而
諸

佛
法
猶
不
在
前
爾
時
忉
利
諸
天
先
爲
彼
佛

於
菩
提
樹
下
敷
師
子
座
高
一
由
旬
佛
於
此
座

當
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
適
坐
此
座
時
諸

梵
天
王
雨
衆
天
華
面
百
由
旬
香
風
時
來
吹
去

萎
華
更
雨
新
者
如
是
不
絶
滿
十
小
劫
供
養
於

佛
乃
至
滅
度
常
雨
此
華
四
王
諸
天
爲
供
養
佛

常
撃
天
鼓
其
餘
諸
天
作
天
伎
樂
滿
十
小
劫
至

于
滅
度
亦
復
如
是
諸
比
丘
大
通
智
勝
佛
過
十
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こ
れ
を
も
と
に
大
正
大
蔵
経
と
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
法
華
経
巻
三
の
「
化
城
喩
品
第

七
」
の
内
容
に
符
合
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
と
な
り
、
破
片
ト
は
ち
ょ

う
ど
粘
土
板
の
冒
頭
と
末
尾
に
相
当
す
る
部
分
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下

に
そ
の
配
置
案
を
示
す
。

偈
を
含
む
た
め
一
七
字
と
二
〇
字
詰
が
混
在
す
る
。
拓
本
の
オ
モ
テ
面
三
行
目
に
空

白
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
冒
頭
に
載
る
五
字
一
句
の
偈
は
一
行
四
句
分
で
配
字
さ

れ
、
偈
の
結
句
で
改
行
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。
両
面
と
も
に
一
〇
行
で
配
置
さ
れ
た

よ
う
だ
。
復
原
案
が
正
し
け
れ
ば
、
当
個
体
の
枚
次
は
一
七
枚
目
な
い
し
一
八
枚
目
に

該
当
す
る
。
な
お
、
罫
線
と
地
側
匡
郭
線
を
両
面
に
も
ち
、
罫
線
の
幅
は
オ
モ
テ
面
で

一
九
㎜
、
ウ
ラ
面
で
二
〇
㎜
を
測
る
。

（
一
六
）
復
原
個
体
Ｐ
・
Ṕ
（
第
16
・
17
図
、
写
真
１
）

こ
の
二
個
体
は
、
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
破
片
ナ
を
含
む
個
体
Ｐ
を
、
破
片
ニ
を
含

む
個
体
Ṕ
が
補
完
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。
破
片
ニ
は
山
根
瓦
経
と
し
て
実
物
が

現
存
し
て
お
り
、
片
面
の
み
に
文
字
が
線
刻
さ
れ
て
い
る
。

□
□
諸
天

□
□
人
非
人

□

□
出

世

□
□

（
衆
カ
）生

作
眼

□

哀
愍
□
□
者

（
空
白
）

三
惡
道
充
滿

諸
天
衆
減
少

今
佛
出
於
世

爲
衆
生
作
眼

世
間
所
歸
趣

救
護
於
一
切

爲
衆
生
之
父

哀
愍
饒
益
者

我
等
宿
福
慶

今
得
値
世
尊

爾
時
諸
梵
天
王
偈
讃
佛
已
各
作
是
言
唯
願
世

尊
哀
愍
一
切
轉
於
法
輪
度
脱
衆
生
時
諸
梵
天

王
一
心
同
聲
而
説
偈
言

大
聖
轉
法
輪

顯
示
諸
法
相

度
苦
惱
衆
生

令
得
大
歡
喜

衆
生
聞
此
法

得
道
若
生
天

諸
惡
道
減
少

忍
善
者
増
益

明
照
曜
昔
所
未
有
歡
喜
踊
躍
生
希
有
心
即
各

相
詣
共
議
此
事
以
何
因
縁
我
等
宮
殿
有
此
光

曜
時
彼
衆
中
有
一
大
梵
天
王
名
曰
妙
法
爲
諸

梵
衆
而
説
偈
言

我
等
諸
宮
殿

光
明
甚
威
曜

此
非
無
因
縁

是
相
宜
求
之

過
於
百
千
劫

未
曾
見
是
相

爲
大
徳
天
生

爲
佛
出
世
間

爾
時
五
百
萬
億
諸
梵
天
王
與
宮
殿
倶
各
以
衣

裓
盛
諸
天
華
共
詣
北
方
推
尋
是
相
見
大
通
智

勝
如
來
處
于
道
場
菩
提
樹
下
坐
師
子
座
諸
天

龍
王
乾
闥
婆
緊
那
羅
摩
睺
羅
伽
人
非
人
等
恭

爾
時
大
通
智
勝
如
來
默
然
許
之
又
諸
比
丘
南

方
五
百
萬
億
國
土
諸
大
梵
王
各
自
見
宮
殿
光

《
Ｙ
面
》
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こ
の
よ
う
に
、
破
片
ナ
が
オ
モ
テ
面
か
ら
ウ
ラ
面
へ
と
続
く
途
中
で
欠
損
し
て
い
る

経
文
（
四
行
分
）
を
、
破
片
ニ
が
補
っ
て
い
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

個
体
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
で
あ
る
が
、
経
文
の
並
び
で
は
個
体
Ｐ
の
オ
モ
テ

面
か
ら
ウ
ラ
面
に
か
け
て
脱
漏
し
た
部
分
を
個
体
Ṕ
に
書
写
し
、
こ
れ
を
あ
わ
せ
る
こ

と
で
経
典
上
の
整
合
を
と
っ
て
い
る
と
み
な
せ
る
。

こ
う
し
た
補
欠
を
目
的
と
し
た
片
面
瓦
経
の
実
例
は
、
少
な
く
と
も
三
重
県
小
町
塚

瓦
経
の
検
討
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
［
加
藤
二
〇
一
七
、四
五
～
四
六
頁
］。
そ

こ
で
は
一
二
行
の
脱
漏
を
補
う
た
め
に
片
面
の
み
に
刻
字
さ
れ
た
粘
土
板
が
製
作
さ
れ

て
い
た
。
お
そ
ら
く
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
脱
漏
分
の
補
完
個
体

が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
復
原
個
体
Ṕ
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

山
根
瓦
経
と
し
て
現
存
す
る
破
片
ニ
は
、
幅
六
三
㎜
、
高
さ
一
二
一
㎜
、
厚
さ
は

一
五
㎜
を
測
る
。
焼
成
は
軟
質
で
、
淡
黄
褐
色
を
呈
す
る
が
、
一
部
に
暗
灰
色
を
帯
び

た
部
位
も
あ
る
。
白
色
の
砂
粒
を
含
み
、
摩
滅
し
た
様
子
を
看
取
で
き
る
。

罫
線
は
両
破
片
と
も
に
確
認
で
き
る
が
、
破
片
ニ
は
刻
字
の
あ
る
面
の
み
に
施
さ
れ

て
い
る
。
匡
郭
線
は
、
破
片
ナ
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
に
不
明
だ
が
、
破
片
ニ
で
は
刻

字
面
天
側
に
確
認
で
き
る
。

（
一
七
）
復
原
個
体
Ｑ
（
第
18
図
）

破
片
ヌ
を
含
む
個
体
と
し
て
復
原
さ
れ
る
。
拓
本
か
ら
破
片
形
状
を
推
測
す
る
こ
と

が
難
し
い
が
、
片
方
の
袖
側
が
直
線
的
な
こ
と
か
ら
小
口
面
が
残
存
し
て
い
る
と
判
断

し
た
。「
泉
涌
寺
南
谷
出
土

丹
羽
氏
蔵
」
と
の
注
記
が
拓
本
に
残
る
。
両
面
と
も
に

罫
線
を
有
し
、
そ
の
幅
は
一
九
㎜
か
ら
二
〇
㎜
を
測
る
。
刻
字
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。

文
字
の
判
読
結
果
を
次
に
示
す
。

《
Ｙ
面
》

《
Ｘ
面
》

□
□
□

□
大
歡
喜
□

非
實
我

何
若
聲
聞
辟
支
佛
及
諸
菩
薩
能
信
是
十
六
菩

薩
所
説
經
法
受
持
不
毀
者
是
人
皆
當
得
阿
耨

多
羅
三
藐
三
菩
提
如
來
之
慧
佛
告
諸
比
丘
是

十
六
菩
薩
常
樂
説
是
妙
法
蓮
華
經
一
一
菩
薩

所
化
六
百
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
等
衆
生
世
世

所
生
與
菩
薩
倶
從
其
聞
法
悉
皆
信
解
以
此
因

縁
得
値
四
百
萬
億
諸
佛
世
尊
于
今
不
盡
諸
比

丘
我
今
語
汝
彼
佛
弟
子
十
六
沙
彌
今
皆
得
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
於
十
方
國
土
現
在
説
法

有
無
量
百
千
萬
億
菩
薩
聲
聞
以
爲
眷
屬
其
二

大
衆
是
十
六
菩
薩
沙
彌
甚
爲
希
有
諸
根
通
利

智
慧
明
了
已
曾
供
養
無
量
千
萬
億
數
諸
佛
於

諸
佛
所
常
修
梵
行
受
持
佛
智
開
示
衆
生
令
入

其
中
汝
等
皆
當
數
數
親
近
而
供
養
之
所
以
者

生
千
萬
億
種
皆
生
疑
惑
佛
説
是
經
於
八
千
劫

未
曾
休
廢
説
此
經
已
即
入
靜
室
住
於
禪
定
八

萬
四
千
劫
是
時
十
六
菩
薩
沙
彌
知
佛
入
室
寂

然
禪
定
各
昇
法
座
亦
於
八
萬
四
千
劫
爲
四
部

衆
廣
説
分
別
妙
法
華
經
一
一
皆
度
六
百
萬
億

那
由
他
恒
河
沙
等
衆
生
示
教
利
喜
令
發
阿
耨

多
羅
三
藐
三
菩
提
心
大
通
智
勝
佛
過
八
萬
四

千
劫
已
從
三
昧
起
往
詣
法
座
安
詳
而
坐
普
告
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こ
の
内
容
を
大
正
大
蔵
経
と
校
合
し
た
と
こ
ろ
、法
華
経
巻
三
の
「
化
城
喩
品
第
七
」

に
含
ま
れ
る
箇
所
に
相
当
し
、
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
も
と

に
作
成
し
た
復
原
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

得
安
□
□
□

□
□

□
義
而
□
□

□
場
佛
法
不
□

常
□

若
入
是
城
快
得
安
隱
若
能
前
至
寶
所
亦
可
得

去
是
時
疲
極
之
衆
心
大
歡
喜
歎
未
曾
有
我
等

今
者
免
斯
惡
道
快
得
安
隱
於
是
衆
人
前
入
化

城
生
已
度
想
生
安
隱
想
爾
時
導
師
知
此
人
衆

既
得
止
息
無
復
疲
惓
即
滅
化
城
語
衆
人
言
汝

等
去
來
寶
處
在
近
向
者
大
城
我
所
化
作
爲
止

息
耳
諸
比
丘
如
來
亦
復
如
是
今
爲
汝
等
作
大

導
師
知
諸
生
死
煩
惱
惡
道
險
難
長
遠
應
去
應

度
若
衆
生
但
聞
一
佛
乘
者
則
不
欲
見
佛
不
欲

親
近
便
作
是
念
佛
道
長
遠
久
受
懃
苦
乃
可
得

成
佛
知
是
心
怯
弱
下
劣
以
方
便
力
而
於
中
道

爲
止
息
故
説
二
涅
槃
若
衆
生
住
於
二
地
如
來

爾
時
即
便
爲
説
汝
等
所
作
未
辦
汝
所
住
地
近

於
佛
慧
當
觀
察
籌
量
所
得
涅
槃
非
眞
實
也
但

是
如
來
方
便
之
力
於
一
佛
乘
分
別
説
三
如
彼

導
師
爲
止
息
故
化
作
大
城
既
知
息
已
而
告
之
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一
七
字
詰
で
片
面
一
〇
行
と
い
う
通
有
の
配
置
案
で
復
原
し
た
。
小
片
の
た
め
か
な

り
確
度
は
低
い
が
、
文
字
の
並
び
に
大
き
な
矛
盾
は
な
か
っ
た
。
当
復
原
案
に
則
っ
て

割
り
付
け
て
い
っ
た
場
合
、
当
個
体
は
二
五
枚
目
な
い
し
二
六
枚
目
に
相
当
す
る
。

（
一
八
）
復
原
個
体
Ｒ
（
第
19
図
）

破
片
ネ
か
ら
得
ら
れ
た
拓
本
の
み
が
現
存
す
る
復
原
個
体
で
あ
る
。
拓
影
上
で
の
形

状
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
も
し
か
す
る
と
別
々
の
破
片
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と
ま

ず
並
べ
て
所
載
さ
れ
て
い
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
同
一
破
片
の
表
裏
と
判
断
し
た
。
そ

の
判
読
結
果
を
示
し
て
お
く
。

こ
の
内
容
を
大
正
大
蔵
経
と
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
法
華
経
巻
五
「
提
婆
達
多
品
第

十
二
」
に
含
ま
れ
る
内
容
に
相
当
し
、
Ｘ
面
が
オ
モ
テ
面
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
残

存
す
る
行
数
が
各
面
と
も
に
二
行
程
度
し
か
な
い
た
め
、
ひ
と
ま
ず
通
有
の
配
置
案
を

採
用
し
て
復
原
を
す
る
。

こ
の
結
果
、
粘
土
板
表
裏
の
冒
頭
・
末
尾
を
か
ろ
う
じ
て
含
ん
で
い
る
と
み
ら
れ

る
。
な
お
、
拓
影
上
の
文
字
の
横
位
と
経
典
上
の
そ
れ
と
が
う
ま
く
合
致
し
な
い
た
め
、

錯
簡
の
可
能
性
が
残
る
。
両
面
と
も
罫
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
幅
は
一
九
㎜
と

多
□
及
天

華
経
無
有

《
Ｘ
面
》

□
□（

我
カ
）

為
□

□
須

《
Ｙ
面
》

妙
法
蓮
華
經
提
婆
達
多
品
第
十
二

爾
時
佛
告
諸
菩
薩
及
天
人
四
衆
吾
於
過
去
無

量
劫
中
求
法
華
經
無
有
懈
惓
於
多
劫
中
常
作

國
王
發
願
求
於
無
上
菩
提
心
不
退
轉
爲
欲
滿

足
六
波
羅
蜜
勤
行
布
施
心
無
悋
惜
象
馬
七
珍

國
城
妻
子
奴
婢
僕
從
頭
目
髓
腦
身
肉
手
足
不

惜
躯
命
時
世
人
民
壽
命
無
量
爲
於
法
故
捐
捨

國
位
委
政
太
子
撃
鼓
宣
令
四
方
求
法
誰
能
爲

我
説
大
乘
者
吾
當
終
身
供
給
走
使
時
有
仙
人

來
白
王
言
我
有
大
乘
名
妙
法
華
經
若
不
違
我

當
爲
宣
説
王
聞
仙
言
歡
喜
踊
躍
即
隨
仙
人
供

給
所
須
採
菓
汲
水
拾
薪
設
食
乃
至
以
身
而
爲

床
座
身
心
無
惓
于
時
奉
事
經
於
千
歳
爲
於
法

故
精
勤
給
侍
令
無
所
乏
爾
時
世
尊
欲
重
宣
此

義
而
説
偈
言

我
念
過
去
劫

爲
求
大
法
故

雖
作
世
國
王

不
貪
五
欲
樂

搥
鍾
告
四
方

誰
有
大
法
者

若
爲
我
解
説

身
當
爲
奴
僕

時
有
阿
私
仙

來
白
於
大
王

我
有
微
妙
法

世
間
所
希
有

若
能
修
行
者

吾
當
爲
汝
説

時
王
聞
仙
言

心
生
大
喜
悦

即
便
隨
仙
人

供
給
於
所
須

採
薪
及
菓
蓏

隨
時
恭
敬
與

言
寶
處
在
近
此
城
非
實
我
化
作
耳
爾
時
世
尊

欲
重
宣
此
義
而
説
偈
言

大
通
智
勝
佛

十
劫
坐
道
場

佛
法
不
現
前

不
得
成
佛
道

諸
天
神
龍
王

阿
修
羅
衆
等

常
雨
於
天
華

以
供
養
彼
佛
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こ
の
三
破
片
を
ま
と
め
て
判
読
し
た
も
の
が
以
下
で
あ
る
。

こ
れ
を
大
正
大
蔵
経
と
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
法
華
経
巻
八
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第

二
十
五
」
に
含
ま
れ
る
内
容
と
合
致
し
た
。
こ
の
結
果
、
各
破
片
と
も
に
Ｘ
面
が
オ
モ

テ
面
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
行
当
た
り
の
字
数
は
一
七
字
を
基
本
と
し
つ
つ
、

一
部
で
は
一
五
字
で
改
行
さ
れ
る
。
ま
た
行
数
は
片
面
一
〇
行
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
下
、
そ
の
配
置
を
ま
と
め
て
復
原
案
と
し
て
示
す
。

《
Ｙ
面
》

械
枷
□
□
□
其

□
□
□
得

□

□
□
□
主
將
□

其
中
一
人
□
□
□

□
應
□
□
□
□
□

□
以
無
□
施
□
（
於
カ
）□
□

□

□
當
得

□
人

聞
倶
發
□
□
□
无
觀
□
音
菩
□
□
其
□
□
即

得

無
盡
□
觀
□
（
世
カ
）音
菩
□
□
□
□
□

神
之
力
巍
巍
□
是

（
空
白
）

若
有

生

□
欲
□

敬
觀
世
音
菩

便
得
離
欲
若
多

恚
常

敬
觀
世
音
菩

便
得
離
□
□
□
愚

□

敬
觀
世
音
菩

□

□
音
菩

有
如
是

大

□
生
常
應
心
念

□

觀
世
音
菩

□
女
便
生
端
正
有

□
無
盡
意
觀
世
音

敬
礼
拜
觀
世
音

□
應
受
持
觀
世
音

設
復
有
人
若
有
罪
若
無
罪
杻
械
枷
鎖
檢
繋
其

身
稱
觀
世
音
菩
薩
名
者
皆
悉
斷
壞
即
得
解
脱

若
三
千
大
千
國
土
滿
中
怨
賊
有
一
商
主
將
諸

商
人
齎
持
重
寶
經
過
嶮
路
其
中
一
人
作
是
唱

言
諸
善
男
子
勿
得
恐
怖
汝
等
應
當
一
心
稱
觀

世
音
菩
薩
名
號
是
菩
薩
能
以
無
畏
施
於
衆
生

汝
等
若
稱
名
者
於
此
怨
賊
當
得
解
脱
衆
商
人

聞
倶
發
聲
言
南
無
觀
世
音
菩
薩
稱
其
名
故
即

得
解
脱
無
盡
意
觀
世
音
菩
薩
摩
訶
薩
威

神
之
力
巍
巍
如
是

若
有
衆
生
多
於
婬
欲
常
念
恭
敬
觀
世
音
菩
薩

便
得
離
欲
若
多
瞋
恚
常
念
恭
敬
觀
世
音
菩
薩

便
得
離
瞋
若
多
愚
癡
常
念
恭
敬
觀
世
音
菩
薩

便
得
離
癡
無
盡
意
觀
世
音
菩
薩
有
如
是
等
大

威
神
力
多
所
饒
益
是
故
衆
生
常
應
心
念

若
有
女
人
設
欲
求
男
禮
拜
供
養
觀
世
音
菩
薩

便
生
福
徳
智
慧
之
男
設
欲
求
女
便
生
端
正
有

相
之
女
宿
殖
徳
本
衆
人
愛
敬
無
盡
意
觀
世
音

菩
薩
有
如
是
力
若
有
衆
生
恭
敬
禮
拜
觀
世
音

菩
薩
福
不
唐
捐
是
故
衆
生
皆
應
受
持
觀
世
音

１２３４５６７８９10

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

《
Ｘ
面
》
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オ
モ
テ
面
三
行
目
の
末
尾
に
お
い
て
、
拓
本
の
上
で
は
「
将
」
の
後
に
二
文
字
程
度

の
高
さ
と
文
字
ら
し
き
痕
跡
が
見
て
取
れ
た
が
、
経
文
校
合
の
結
果
か
ら
は
一
文
字
が

充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ラ
面
の
後
半
数
行
に
お
い
て
も
行
末
部
分
に

空
白
が
存
在
す
る
と
判
読
さ
れ
て
お
り
、
配
置
案
と
の
比
較
で
は
文
字
の
横
位
で
ず
れ

が
生
じ
て
い
る
箇
所
も
確
認
で
き
る
。
欠
損
し
て
い
る
部
分
に
錯
簡
が
生
じ
て
い
た
可

能
性
は
考
慮
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
破
片
ハ
の
地
側
小
口
か
ら
採
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
拓
本
に
は
丁
付
ら
し
き

も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
校
合
結
果
を
勘
案
す
る
と
「
八
巻

二
」
と
判
読
で
き
、
さ
ら

に
計
算
か
ら
求
め
た
枚
次
の
上
で
も
巻
八
の
二
枚
目
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
丁
付
と

理
解
し
、
当
判
読
内
容
を
採
用
し
て
お
く
。

四
．
お
わ
り
に

―

山
根
資
料
の
ま
と
め
と
既
存
資
料
の
比
較

以
上
、
前
後
編
に
わ
た
っ
て
山
根
徳
太
郎
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
関

係
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
書
写
さ
れ
た
経
典
の
同
定
と
個
体
の

復
原
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
山
根
が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
は
合
計
二
一
枚
分
に

相
当
す
る
と
推
察
さ
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
内
容
を
第
３
表
と
し
て
提
示
す
る
。

今
熊
野
亀
塚
瓦
経
と
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
中
村
直
勝
の
報
告
を
は
じ
め
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
紹
介
と
復
原
的
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
既
知
の

資
料
と
山
根
瓦
経
資
料
と
の
比
較
を
行
い
、
両
者
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。①

書
写
経
典
と
構
成

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
既
知
の
資
料
に
お
い
て
確
認
で
き
る
経
典
は
す
べ
て
法
華
経

で
あ
り
、
山
根
資
料
に
お
い
て
も
そ
の
範
疇
に
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
所
載

さ
れ
た
経
典
は
巻
一
の
「
序
品
第
一
」
か
ら
始
ま
り
、
巻
八
「
妙
荘
厳
王
本
事
品
第

二
十
七
」
ま
で
の
法
華
経
全
体
を
確
認
で
き
る（
５
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
熊
野
亀
塚

瓦
経
は
法
華
経
八
巻
分
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

②
粘
土
板
の
法
量
に
つ
い
て

難
波
田
徹
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
個
人
所
蔵
の
完
形
品
が
あ
り
［
難
波
田

一
九
八
〇
、八
頁
］、
そ
の
法
量
は
高
さ
二
五
二
㎜
、
幅
一
九
八
㎜
、
厚
さ
二
二
㎜
を

測
る
と
い
う
。
こ
の
計
測
箇
所
を
捕
捉
で
き
る
個
体
を
ほ
か
に
求
め
た
と
き
、
東
博

所
蔵
Ｂ
－
二
一
七
八
－
二
と
山
根
拓
本
か
ら
な
る
個
体
Ｊ
、
同
じ
く
東
博
所
蔵
Ｂ
－

二
一
七
八
－
一
か
ら
な
る
個
体
Ｋ
、
そ
し
て
山
根
拓
本
か
ら
復
原
さ
れ
た
個
体
Ｔ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
と
完
形
個
体
を
比
較
す
る
と
高
さ
で
約
一
〇
㎜
ほ
ど
の
違
い
が
認

め
ら
れ
る
が
、
幅
は
ほ
ぼ
同
じ
値
を
示
し
て
お
り
、
一
連
の
製
作
物
と
み
な
す
こ
と
は

ほ
ぼ
首
肯
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
粘
土
板
の
厚
み
に
つ
い
て
は
、
山
根
資
料
の
平
均
値
が
一
七
㎜
と
な
り
、
最

小
値
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
Ｂ
－
二
一
七
八
－
三
の
一
二
㎜
で
あ
っ
た
。
個
人
蔵
完

形
品
の
厚
さ
二
二
㎜
と
比
較
す
る
と
、
最
大
で
一
〇
㎜
の
差
と
な
る
。
厚
さ
の
差
と
し

て
は
看
過
し
が
た
い
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
山
根
資
料
の
現
存
破
片
に
お
い
て
も
同

じ
く
二
二
㎜
の
個
体
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
厚
手
の
数
値
を
示
す
も
の

が
い
ず
れ
も
序
品
第
一
に
該
当
す
る
個
体
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
粘
土
板
の
切
り
離
し
幅
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
痕
跡
で
あ
る
と
み
な
し
て
お
き

た
い
。

③
文
字
数
と
行
数

文
字
数
は
、
経
文
部
分
で
は
一
行
一
七
文
字
、
偈
文
で
は
一
六
字
な
い
し
二
〇
字
を

基
本
と
す
る
。
一
面
当
た
り
の
行
数
に
つ
い
て
は
、
九
行
と
一
〇
行
が
混
在
す
る
が
、

一
〇
行
を
行
取
り
の
基
本
と
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
同
時
に
、
九
行
で
割
り
付
け
ら
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第
３

表
．

復
原

個
体

の
属

性
比

較

【
第

３
表

凡
例

】
・「

現
存

破
片

」
欄

で
（

 ）
を

つ
け

た
も

の
は

、
実

物
を

確
認

で
き

て
い

な
い

破
片

の
拓

本
が

存
在

す
る

こ
と

を
示

す
。

・「
法

量
」

は
、

実
物

が
あ

る
も

の
は

実
物

か
ら

、
そ

れ
以

外
は

拓
本

か
ら

採
寸

し
、

瓦
板

の
復

原
に

効
果

が
あ

る
も

の
（

ま
た

は
復

原
の

蓋
然

性
が

高
そ

う
な

も
の

）
の

み
を

記
載

し
た

。
な

お
、〔

 〕
は

復
原

値
を

示
す

。
・

余
白

欄
の

「
－

」
は

そ
の

部
位

が
欠

損
し

て
い

る
も

の
、「

０
」

は
残

存
し

て
い

る
が

匡
郭

線
を

持
た

な
い

も
の

を
意

味
す

る
。

復
原

個
体

校
合

計
算

上
の

枚
次

法
量

（
高

×
幅

×
厚

）
表

裏
天

余
白

地
余

白
右

余
白

左
余

白
行

間
1行

字
数

行
数

丁
付

備
考

A
法

華
経

第
一

巻
序

品
第

一
二

枚
目

か
－

オ
モ

テ
-

11
0

-
19～

20
17

9
ウ

ラ
-

8
-

0
20～

21
17

9

B
法

華
経

第
一

巻
序

品
第

一
三

枚
目

か
－

 ×
〔

195〕
×

22
オ

モ
テ

-
10

0
0

19～
20

17
10

ウ
ラ

-
10

12
9～

12
18～

20
17

9

C
法

華
経

第
一

巻
方

便
品

第
二

十
六

ま
た

は
十

七
枚

目
か

－
オ

モ
テ

-
7～

8
-

0
19～

23
15～

17
10

ウ
ラ

-
7～

8
0

-
17～

20
16～

19
10

D
法

華
経

第
一

巻
方

便
品

第
二

十
九

枚
目

か
－

×
－

×
16

オ
モ

テ
-

-
0

-
19～

20
17

10
ウ

ラ
-

-
-

4
20

17
10

E
法

華
経

第
一

巻
方

便
品

第
二

二
十

一
枚

目
か

－
オ

モ
テ

-
-

0
-

19
20

10
ウ

ラ
-

-
-

0
18～

20
20

10

F
法

華
経

第
一

巻
方

便
品

第
二

二
十

三
枚

目
か

－
オ

モ
テ

-
6

-
0

17～
20

20
10

ウ
ラ

-
9

0
-

17～
20

20
10

G
法

華
経

第
二

巻
譬

喩
品

第
三

三
枚

目
か

－
オ

モ
テ

9
-

0
-

18～
20

17、
20

10
ウ

ラ
9

-
-

0
18～

20
17

10

H
法

華
経

第
二

巻
譬

喩
品

第
三

九
ま

た
は

十
枚

目
か

－
×

198×
12

オ
モ

テ
8

-
4

0
17～

20
17

10
ウ

ラ
8

-
4

0
20

17
10

I
法

華
経

第
二

巻
譬

喩
品

第
三

十
四

ま
た

は
十

五
枚

目
か

－
 ×

〔
200〕

×
－

オ
モ

テ
9

-
-

0
19

16
10

19字
分

/行
の

配
置

を
と

る
ウ

ラ
7～

9
-

5
-

19
16

10

J
法

華
経

第
二

巻
譬

喩
品

第
三

二
十

枚
目

244×
198×

17
オ

モ
テ

0
0

0
0

0
16

10
「

廿
」

丁
付

位
置

は
オ

モ
テ

面
右

小
口

か
ウ

ラ
8

8
0

0
16～

20
16

10

K
法

華
経

第
二

巻
信

解
品

第
四

二
十

二
枚

目
か

241×
196×

18
オ

モ
テ

6～
7

6
0

0
20

17
10

ウ
ラ

6～
7

6
0

0
20

17
10

L
法

華
経

第
二

巻
信

解
品

第
四

二
十

三
枚

目
か

－
オ

モ
テ

7
-

-
0

19～
21

17
10か

ウ
ラ

0
-

0
-

-
17

10か

M
法

華
経

第
三

巻
授

記
品

第
六

七
枚

目
か

－
×

192×
16

オ
モ

テ
-

7～
8

7～
10

0
19～

21
17、

20
9

「
三

巻
」

ま
た

は
「

三
六

」
丁

付
位

置
は

オ
モ

テ
面

左
小

口
か

ウ
ラ

-
7～

8
0

0
19～

24
17

9

N
法

華
経

第
三

巻
化

城
喩

品
第

七
十

二
枚

目
か

－
オ

モ
テ

-
3～

4
-

0
17～

20
17、

20
10か

ウ
ラ

-
4～

8
0

0
20～

23
17

10か

O
法

華
経

第
三

巻
化

城
喩

品
第

七
十

七
枚

目
か

－
オ

モ
テ

-
7～

8
0

-
19

17、
20

10
ウ

ラ
-

7～
9

-
5

20
17、

20
10

P
法

華
経

第
三

巻
化

城
喩

品
第

七
二

十
二

枚
目

か
－

オ
モ

テ
-

-
-

-
あ

り
17か

10か
４

行
分

脱
漏

ウ
ラ

-
-

-
-

20
17か

10か

Ṕ
法

華
経

第
三

巻
化

城
喩

品
第

七
＊

補
遺

分
－

×
－

×
15

オ
モ

テ
5

-
0

-
20

17か
4か

ウ
ラ

0
-

0
0

0
0

0
ウ

ラ
面

空
白

Q
法

華
経

第
三

巻
化

城
喩

品
第

七
二

十
五

枚
目

か
－

オ
モ

テ
-

-
0

-
20

17
10

ウ
ラ

-
-

-
0

19～
20

17、
20

10

R
法

華
経

第
五

巻
提

婆
達

多
品

第
十

二
一

枚
目

－
オ

モ
テ

-
-

-
-

19
17か

10か
ウ

ラ
-

-
-

-
20

17、
20か

10か

S
法

華
経

第
七

巻
薬

王
菩

薩
本

事
品

第
二

十
三

十
二

枚
目

か
－

オ
モ

テ
-

-
-

-
19

不
明

不
明

ウ
ラ

-
-

-
-

-
-

-
拓

本
な

し

T
法

華
経

第
八

巻
観

世
音

菩
薩

普
門

品
第

二
十

五
二

枚
目

246 ×
193×

17
オ

モ
テ

7
7～

9
0

0
18～

20
15～

17
10

「
八

巻
二

」
丁

付
位

置
は

地
側

小
口

か
ウ

ラ
7～

8
6～

8
0

0
18～

20
15～

17
10

［
計

測
値

単
位

：
㎜

］
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れ
た
例
（
復
原
個
体
Ａ
、
Ｂ
）
が
や
は
り
序
品
第
一
を
所
載
す
る
個
体
で
あ
っ
た
こ
と

は
興
味
深
い
。
ま
た
、
巻
一
の
一
枚
目
（
序
品
第
一
の
冒
頭
）
と
み
ら
れ
る
個
人
所
蔵

完
形
品
で
は
、
両
面
と
も
一
〇
行
の
行
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
オ
モ
テ
面
で

の
筆
写
は
八
行
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
［
難
波
田
前
掲
書
］。
上
述
の
厚
さ
の
問
題
と
も

関
連
し
て
、
序
品
第
一
の
部
分
の
み
に
こ
う
し
た
揺
ら
ぎ
が
存
在
し
た
の
か
、
あ
る
い

は
別
の
箇
所
で
も
特
徴
的
に
確
認
で
き
る
の
か
、
そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。④

丁
付
に
つ
い
て

今
熊
野
亀
塚
瓦
経
の
既
知
の
資
料
に
お
い
て
丁
付
が
明
ら
か
な
例
は
、
中
村
報
告

資
料
（
七
）
の
「
下
側
面
」
に
残
さ
れ
て
い
た
「
四
二
」
が
唯
一
で
あ
っ
た
［
中
村

一
九
二
六
、七
四
頁
］。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
破
片
も
今
日
所
在
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
根
資
料
に
三
点
の
丁
付

が
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
の
理
解
に
お
い
て
有
益
な
情
報
を
も
た
ら

し
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
丁
付
が
施
さ
れ
る
場
所
の
法
則
性
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ

が
、
今
回
の
山
根
資
料
で
は
そ
の
位
置
が
確
実
視
で
き
た
部
位
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
モ
テ
面

左
辺
と
下
辺
の
小
口
面
と
い
う
異
な
る
部
位
で
あ
っ
た
（
個
体
Ｍ
・
Ｔ
）。
今
熊
野
亀

塚
瓦
経
に
お
け
る
丁
付
の
確
認
例
が
少
な
い
た
め
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
今
の

と
こ
ろ
法
則
性
ら
し
き
も
の
を
み
て
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑤
片
面
瓦
経
に
つ
い
て

今
熊
野
亀
塚
瓦
経
に
お
い
て
も
、
書
写
の
際
に
生
じ
た
広
範
な
脱
漏
を
補
完
す
る
目

的
で
、
片
面
瓦
経
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
回
確
認
さ
れ
た
個
体
Ṕ

で
は
、
四
行
分
の
み
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
面
へ
の
文
字
の
つ
な
が
り
か
ら
明

ら
か
で
あ
り
、
か
な
り
の
空
白
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
も
し
こ
れ
ら

の
個
体
が
破
断
し
た
際
に
は
、
表
裏
と
も
空
白
に
な
る
破
片
が
生
じ
る
可
能
性
が
高

い
。
現
存
す
る
両
面
空
白
の
瓦
経
片
、
例
え
ば
東
博
瓦
経
Ｂ
－
二
一
七
八
－
四
［
加
藤

二
〇
一
七
］
な
ど
は
、
こ
れ
ら
補
完
瓦
経
の
破
片
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し

た
検
討
に
は
拓
本
な
ど
二
次
元
の
情
報
で
は
限
界
が
あ
る
。
よ
っ
て
今
後
の
瓦
経
研
究

に
お
い
て
は
、
経
文
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
に
、
各
機
関
に
分
散
し
て
い
る
破
片
資
料

の
三
次
元
形
状
デ
ー
タ
を
取
得
し
個
体
復
原
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

山
根
資
料
の
存
在
は
、
今
ま
で
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
つ
つ
も
資
料
の
少
な
さ
か
ら
等

閑
視
さ
れ
て
き
た
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
。
同
時
に
、
山
根
徳
太
郎
と
い
う
研
究
者
の
見
識
を
再
確
認
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
今
後
は
、
破
片
形
状
全
体
を
用
い
た
復
原
や
、
文
字

の
状
態
や
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
な
ど
に
つ
い
て
も
着
目
し
な
が
ら
、
他
機
関
で
所
蔵

さ
れ
る
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
関
係
資
料
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

［
後
記
］

前
編
脱
稿
後
に
個
体
の
計
測
値
や
旧
所
蔵
者
の
注
記
に
つ
い
て
誤
り
を
見
つ
け
た
。

多
く
は
第
２
表
内
の
数
値
で
あ
っ
た
た
め
、
後
編
所
載
の
第
３
表
は
そ
れ
ら
を
訂
正
し

て
い
る
旨
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
以
外
の
訂
正
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
読
者
諸
氏
に
は
読
み
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
次
第
で

あ
る
。

①
三
〇
頁

第
二
表

復
原
個
体
Ｓ
の
実
物
旧
所
蔵
者
欄

〈
誤
〉「
丹
羽
氏
」
→
〈
正
〉「
不
明
」

②
三
三
頁

本
文

下
段
三
行
目

〈
誤
〉「
一
四
～
一
五
㎜
」
→
〈
正
〉「
二
〇
～
二
一
㎜
」
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【
註
】

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

以
下
、
実
物
破
片
以
外
の
計
測
は
前
編
同
様
に
す
べ
て
拓
本
で
行
っ
た
。

判
読
内
容
の
翻
刻
と
、
復
原
案
の
表
記
典
拠
お
よ
び
規
則
に
つ
い
て
は
、
前
編
と
同
様
で
あ
る
。
ま

た
、
判
読
内
容
の
対
校
資
料
も
前
編
同
様
に
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

二
〇
一
二
版
（http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA

T
/

）
を
主
に
用
い
、
あ
わ
せ
て
文
字
の
異
同
や

補
注
を
［
高
楠
一
九
八
九
］
に
よ
り
確
認
し
た
。

当
瓦
経
に
お
け
る
欠
損
部
分
（
オ
モ
テ
面
前
半
と
ウ
ラ
面
後
半
）
は
、
福
岡
県
飯
盛
山
瓦
経
と
平
家
納

経
の
配
字
を
比
較
対
校
し
た
［
八
尋
一
九
八
二
］
を
も
と
に
復
原
し
た
も
の
で
あ
る
。

破
片
ヒ
と
フ
の
接
合
面
か
ら
は
出
土
後
に
破
断
し
た
様
子
が
看
て
取
れ
る
が
、
採
取
さ
れ
て
い
た
拓
本

（
「
山
根
蔵
」
の
注
記
あ
り
）
に
も
破
断
し
た
線
が
確
認
で
き
る
の
で
、
採
拓
時
に
は
す
で
に
破
断
し

て
い
た
ら
し
い
。
山
根
が
破
片
を
入
手
し
拓
本
を
採
る
ま
で
の
間
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

先
行
研
究
［
難
波
田
一
九
八
〇
、
網
干
一
九
八
二
］
の
成
果
に
加
え
て
、
京
都
大
学
所
蔵
資
料
、
黒
川

古
文
化
研
究
所
所
蔵
資
料
な
ど
の
実
見
内
容
を
含
む
。

【
参
考
文
献
】

網
干
善
教

一
九
八
二
「
京
都
今
熊
野
亀
塚
経
塚
出
土
の
瓦
経
に
つ
い
て
」『
日
本
宗
教
社
会
史
論
叢
』

       

水
野
恭
一
郎
先
生
頌
寿
記
念
、
国
書
刊
行
会
、
一
一
三
～
一
二
五
頁
。

加
藤
俊
吾

二
〇
一
七
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
と
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
拓
本
」『
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ

東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
第
六
七
一
号

東
京
国
立
博
物
館
、
七
～
二
四
頁

二
〇
二
〇
「
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
今
熊
野
亀
塚
瓦
経
関
係
資
料
―
山
根
徳
太
郎
旧
蔵
の

拓
本
と
瓦
経
片
―
（
前
編
）」『
研
究
紀
要
』
第
一
八
号
、
大
阪
歴
史
博
物
館
、
二
七
～
五
四
頁

高
楠
順
次
郎

一
九
八
九
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
法
華
部
全
・
華
厳
部
上
（
普
及
版
）
大
正
新
脩

大
蔵
経
刊
行
会

中
村
直
勝

一
九
二
六
「
今
熊
野
亀
塚
発
見
瓦
経
」『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
會
報
告
』
第
七
冊
、京
都
府
、

七
一
～
七
九
頁
。

難
波‌�

田

徹

一
九
八
〇
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
瓦
経
片
の
復
原
的
研
究
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
（
東
京
国

立
博
物
館
美
術
誌
）』
№
三
五
二
、
東
京
国
立
博
物
館
、
四
～
一
一
頁

八
尋
和
泉

一
九
八
二
「
筑
前
飯
盛
山
瓦
経
（
前
編
）」『
九
州
歴
史
資
料
館

研
究
論
集
８
』、
三
三
～

一
一
六
頁

＊縮尺：1/2

多視点画像計測（SfM-MVS）によって生成した
3次元モデルから作成した正射変換画像

右と同じ3次元データから 
サーフェス画像に調整を行ったもの

写真１ 山根瓦経  破片ニ（復原個体Ṕ）

（57）
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＊縮尺：1/2

二つの破片をもとに多視点画像計測（SfM-MVS）によって
生成した３次元モデルから作成した正射変換画像

上掲写真と同じ３次元データから生成した
サーフェス画像に調整を行ったもの

写真２ 山根瓦経 破片ヒ・フ（復原個体Ｔ）

（58）
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